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令
和
八
年
度 

入
学
式 

学
長
告
辞 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

群
馬
大
学
を
代
表
し
て
、
皆
さ
ん
を
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
ご
家
族
や
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

群
馬
大
学
は
令
和
五
年
に
、
そ
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
小
学
校
教
員

伝
習
所
設
立
か
ら
百
五
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
日
、
入
学
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
は
、
群
馬
大
学
が
次
の
百
年
に
向
か
う
た
め
の
第
一
歩

と
し
て
、
ま
た
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
へ
向
か
う
た
め
、
学

問
に
励
み
、
目
標
に
向
か
っ
て
自
ら
を
磨
き
、
大
き
く
成
長
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。 

さ
て
、
大
学
院
や
専
攻
科
に
入
学
す
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
も
う
当
た
り
ま
え
の
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
大
学
の
授
業

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
主
に
座
学
で
行
う
授
業

を
「
講
義
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
「
講
義
」
に
は
、
「
大
学
な
ど
で

教
授
者
が
そ
の
学
問
研
究
の
一
端
を
講
ず
る
こ
と
」
と
い
う
よ
う

な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
普
通
、
実
験
や
演
習
に
対
比
し
て
い
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
座
学
で
あ
る
講
義
」
を
、
文
字
ど
お

り
「
座
っ
て
学
ん
で
い
る
」
だ
け
の
受
動
的
な
学
び
で
は
、
身
に
つ

く
知
識
や
ス
キ
ル
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
本
学
に
お
い
て
は
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
学
生
の

皆
さ
ん
の
成
長
の
一
助
と
な
る
よ
う
学
び
の
場
を
提
供
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
は
こ
の
「
座
学
」
で
あ
っ
て
も
、
積
極
的
に
授
業
に
参
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画
し
て
く
だ
さ
い
。 

共
同
教
育
学
部
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
共
同
教
育
学
部
の
ル
ー

ツ
は
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
群
馬
大
学
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
、
小
学
校

教
員
伝
習
所
に
行
き
着
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
入
学
す
る
共
同
教
育

学
部
は
、
本
学
と
宇
都
宮
大
学
と
で
設
置
し
た
、
全
国
初
の
共
同
の

教
育
学
部
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
卒
業
単
位
の
一
部
を
、
宇

都
宮
大
学
が
開
設
す
る
科
目
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
し
、
学
び
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
、
群
馬
県
及
び
、
県
内
各
市
の
教
育
委
員
会
や
小
学
校
・
中

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
一
年
次
か
ら
教
育
現
場
で
の
実
習
を
体

験
す
る
な
ど
、
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
先
進
的
な
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

大
学
院
教
育
学
研
究
科
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
教
育
学
研
究
科

は
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
学
校
教
育
の
課
題
に
対
応
で
き
る
確
か
な

倫
理
と
優
れ
た
実
践
的
能
力
を
備
え
た
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
及
び

実
践
的
な
指
導
力
・
展
開
力
を
備
え
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
の
有
力

な
教
員
に
な
る
た
め
、
よ
り
高
度
な
専
門
性
と
豊
か
な
人
間
性
・
社

会
性
を
備
え
た
教
員
を
養
成
し
ま
す 

。 

特
別
専
攻
科
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た

基
礎
の
上
に
、
障
害
児
に
関
す
る
高
度
の
専
門
教
育
を
教
授
し
ま

す
。 

 

共
同
教
育
学
部
、
大
学
院
教
育
学
研
究
科
、
特
別
専
攻
科
に
入

学
す
る
皆
さ
ん
は
、 

児
童
・
生
徒
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
慕
わ
れ
る
立

派
な
教
員
と
な
る
た
め
に
、
研
鑽
を
積
み
、
大
き
く
成
長
し
て
く
だ



   

3 
 

さ
い
。 

 

情
報
学
部
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
情
報
学
部
は
、
社
会
情
報
学

部
と
理
工
学
部
電
子
情
報
理
工
学
科
情
報
科
学
コ
ー
ス
に
お
い
て

実
施
し
て
き
た
教
育
を
統
合
し
て
、
令
和
三
年
度
に
設
置
し
た
学

部
で
す
。 

情
報
科
学
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
知
識
を
統
合
し
た
文
理
横

断
型
の
教
育
に
よ
り
、
仮
想
空
間
と
現
実
空
間
が
融
合
す
る
超
ス

マ
ー
ト
社
会
で
あ
るSociety 5.0
を
支
え
、IoT

、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
、
統
計
的
解
析
手
法
な
ど
の
ス
キ
ル
を
持
ち
、
人
文
科
学
、
社
会

科
学
、
自
然
科
学
の
知
識
を
有
し
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。 

大
学
院
情
報
学
研
究
科
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
令
和
六
年
度
に

設
置
さ
れ
た
情
報
学
研
究
科
で
は
、
社
会
が
現
代
の
情
報
科
学
・
デ

ー
タ
サ
イ
ン
エ
ン
ス
に
要
求
す
る
広
範
な
分
野
に
対
応
す
る
た
め
、
情

報
科
学
か
ら
人
文
科
学
、
社
会
科
学
に
渡
る
幅
広
い
学
び
と
研
究

の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
情
報
学
研
究
科
で
は
、
学
部
で
修
得
し
た

Ａ
Ｉ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
ス
キ
ル
、
知
識
を
、
よ
り
先
端
的
・

実
践
的
な
場
面
で
活
用
す
る
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、
情
報
技
術

と
関
係
す
る
多
様
な
専
門
分
野
に
つ
い
て
理
解
と
洞
察
を
深
め
、

先
端
的
な
研
究
に
携
わ
る
能
力
を
養
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
科
学
に

関
係
す
る
諸
分
野
の
概
要
を
学
べ
る
科
目
を
提
供
し
、
各
研
究
分

野
と
実
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
気
づ
き
と
洞
察
を
得
る
機
会
を

提
供
し
ま
す
。 

最
近
の
情
報
技
術
と
情
報
機
器
の
進
化
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が

あ
り
、
人
工
知
能
、
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
が
、
毎
日
の
よ

う
に
話
題
に
上
る
な
ど
、
大
量
の
情
報
が
発
信
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
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情
報
化
社
会
が
実
現
し
て
い
ま
す
。 

情
報
学
部
、
大
学
院
情
報
学
研
究
科
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
は
、
急

激
に
変
化
す
る
情
報
化
社
会
を
リ
ー
ド
し
て
行
く
高
度
専
門
職
業

人
と
し
て
実
力
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

医
学
部
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
医
学
部
は
、
昭
和
十
八
年
に
設
置

さ
れ
た
前
橋
医
学
専
門
学
校
が
前
橋
医
科
大
学
と
な
り
、
発
展
し

て
き
た
も
の
で
す
。 

医
学
部
に
は
、
医
学
科
と
保
健
学
科
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
医
療

や
高
度
医
療
、
さ
ら
に
、
先
端
的
医
学
研
究
を
担
う
医
師
、 

看
護

師
、
保
健
師
、
助
産
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
な
ど
の
医
療
人
材
を
養
成
し
て
い
ま
す
。 

大
学
院
医
学
系
研
究
科
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
医
学
系
研
究
科

で
は
、
医
学
部
附
属
病
院
及
び
生
体
調
節
研
究
所
な
ど
と
連
携
し
、

が
ん
、
生
活
習
慣
病
、
神
経
難
病
を
は
じ
め
と
す
る
病
気
の
原
因
解

明
、
治
療
、
予
防
に
向
け
て
、
先
端
的
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

大
学
院
保
健
学
研
究
科
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
保
健
学
研
究
科

は
平
成
二
十
三
年
度
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
チ
ー
ム
医
療
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
推
進
活
動
に
よ
り
、
群
馬
大
学

は
、
世
界
保
健
機
関
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
、
チ
ー
ム
医
療
に
関
す
る
コ
ラ
ボ

レ
ー
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
や
、
麻
疹

の
よ
う
に
一
旦
克
服
し
た
と
考
え
ら
れ
た
ウ
イ
ル
ス
が
、
私
た
ち

の
社
会
に
出
現
し
、
人
間
に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
危
険
性
も

決
し
て
無
視
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
医
学
部
、
医
学
系
研
究
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科
、
保
健
学
研
究
科
で
は
、
こ
れ
ら
感
染
症
に
対
応
で
き
る
人
材
養

成
も
目
指
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
医
学
部
附
属
病
院
は
、
平
成
二
十
六
年
に
判
明
し
た
医
療

事
故
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
群
馬
を
中
心
と
す
る
北
関
東
の
地
域

医
療
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
患
者
さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
に
、
安

全
・
安
心
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
、
患
者
本
位
の
病
院
を
構

築
す
る
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

医
学
部
、
医
学
系
研
究
科
、
保
健
学
研
究
科
に
入
学
す
る
皆
さ
ん

は
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
大
き
な
期
待
を
し
っ
か
り
受
け
止
め

て
、
医
学
、
保
健
学
の
知
識
、
医
療
技
術
の
修
得
の
み
な
ら
ず
、
医

療
の
倫
理
を
身
に
着
け
て
、
医
学
、
保
健
学
、
医
療
の
勉
強
に
邁
進

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
医
療
の
現
場
で
は
、
多
職
種
連
携
が
医
療

の
質
を
高
め
、
患
者
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
非
常
に
大
切
で
す
。

群
馬
大
学
に
は
令
和
五
年
に
医
療
安
全
教
育
に
基
づ
く
多
職
種
人

材
育
成
共
同
利
用
拠
点
と
し
て
認
定
さ
れ
た
「
多
職
種
人
材
育
成

の
た
め
の
医
療
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
医
療
安
全
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
安
全
・
安
心
で
質

の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
医
療
人
と
し
て
成
長
し
て
く
だ
さ
い
。 

理
工
学
部
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
理
工
学
部
は
、
大
正
四
年
に
開

設
さ
れ
た
桐
生
高
等
染
織
学
校
か
ら
発
展
し
て
き
た
も
の
で
、
百

年
を
超
え
る
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
学
問
分
野
に
と

ら
わ
れ
な
い
視
点
を
持
つ
人
材
を
養
成
し
ま
す
。 

大
学
院
理
工
学
府
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
理
工
学
府
で
は
、
多
様

化
・
複
層
化
が
進
化
す
る
産
業
活
動
に
お
け
る
諸
課
題
に
対
し
て
、

俯
瞰
的
な
も
の
の
見
方
と
、
総
合
的
実
践
力
独
創
力
を
発
揮
し
、
社
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会
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
高
度
専
門
技
術
者
・

先
端
研
究
者
と
し
て
我
が
国
及
び
国
際
社
会
で
先
端
的
役
割
を
担

う
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。 

理
工
学
部
と
大
学
院
理
工
学
府
で
は
、
低
炭
素
社
会
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
を
実
現
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
や
、
防
災
の
研

究
な
ど
、
様
々
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
日
本
で
は
大
き

な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
、
多
く
の
人
命
や

財
産
な
ど
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
先
端
的
な
研
究
に
触
れ
、
あ
る
い
は
自
ら
研
究
に
参

画
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
次
代
を
担
う
科
学
者
、
技
術
者
と
し
て
の

基
盤
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

大
学
院
食
健
康
科
学
研
究
科
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
本
研
究
科

は
、
昨
年
度
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
皆
さ
ん
が
第
二
期
生
と
な
り

ま
す
。 

食
健
康
科
学
研
究
科
は
、
食
品
生
産
の
開
発
、
課
題
解
決
に
資
す

る
総
合
的
な
高
度
専
門
知
識
を
習
得
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
ま
し

た
。 本

研
究
科
で
は
、
食
品
工
学
か
ら
健
康
科
学
に
ま
た
が
る
横
断

的
な
高
度
専
門
知
識
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
、
食
に
関
わ
る
世

界
規
模
の
課
題
解
決
や
、
高
付
加
価
値
食
品
の
開
発
な
ど
に
よ
る

地
域
の
産
業
振
興
に
資
す
る
人
材
に
な
る
べ
く
、
強
い
意
志
と
倫

理
観
を
育
み
、
鋭
意
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
学
院
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
学
環
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ

ル
ス
学
環
は
、
地
域
・
国
内
外
の
公
衆
衛
生
上
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
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ー
ド
の
知
識
・
技
能
を
有
し
課
題
解
決
の
た
め
に
、
高
度
専
門
家
と
し

て
、
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
令
和
六
年
度
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
人

材
に
な
る
べ
く
、
鋭
意
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
学
院
医
理
工
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
に
入
学
す
る
皆

さ
ん
。
医
理
工
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
は
、
重
粒
子
線
医
理

工
学
の
分
野
横
断
的
連
携
を
基
盤
と
し
て
、
理
工
学
か
ら
生
命
医
科

学
、
医
学
・
医
療
に
わ
た
る
学
際
的
学
問
分
野
を
俯
瞰
的
に
把
握

し
、
責
任
感
と
倫
理
観
を
有
し
、
先
端
研
究
を
社
会
実
装
に
つ
な
げ

る
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
素
養
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
令
和
六
年
度
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
地
域
・

国
内
外
の
産
業
・
医
療
関
連
の
高
度
専
門
家
と
し
て
、
指
導
的
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

学
部
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
専
門
教
育
の
前
に
、
ま
ず
、
教
養
教

育
を
荒
牧
キ
ャ
ン
パ
ス
で
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

「
論
語
」
に
、
「
学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
罔く

ら

し
。
思
い
て
学
ば
ざ

れ
ば
則
ち
殆

あ
や
う

し
」
と
あ
り
ま
す
。 

「
思
う
」
と
い
う
の
は
、「
何
が
重
要
で
あ
る
か
を
認
識
す
る
こ
と
」

で
、
「
学
ぶ
」
と
い
う
の
は
、
「
こ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
客

観
的
知
識
体
系
を
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
「
何
が
重

要
で
あ
る
か
を
認
識
す
る
こ
と
無
く
、
い
く
ら
客
観
的
知
識
体
系

を
学
ん
で
も
実
り
あ
る
結
果
は
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
何
が
重
要
で

あ
る
か
を
認
識
し
て
い
て
も
、
客
観
的
知
識
体
系
の
裏
付
け
が
無

け
れ
ば
、
発
展
す
る
こ
と
は
望
め
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
近
年
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話
題
と
な
っ
て
い
るChatGPT

な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ
り
、

客
観
的
知
識
体
系
は
比
較
的
容
易
に
ア
ク
セ
ス
し
、
発
信
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ク
セ
ス
で
き
た
知
識
体
系
が
正

し
い
も
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
正
し
い
も
の
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
使
え
ば
良
い
か
を
的
確
に
判
断
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
緑
豊
か
な
荒
牧
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
一
年
間
を
有
効
に
使
い
、
教

養
教
育
を
通
し
て
、
主
体
的
に
的
確
な
判
断
を
す
る
力
を
養
う
と

と
も
に
、
豊
か
な
人
間
性
を
養
っ
て
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
基

盤
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

そ
の
た
め
に
は
、
勉
学
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
ま
た
、
さ
ら
に
本
学
が
大
学
基
金
を

用
い
て
支
援
し
て
い
る
海
外
へ
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
積
極

的
に
活
用
し
て
、
国
際
的
に
通
用
す
る
豊
か
な
人
間
性
を
養
っ
て

く
だ
さ
い
。 

大
学
院
や
専
攻
科
に
入
学
す
る
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ

た
人
間
性
や
知
識
・
技
能
を
さ
ら
に
高
め
、
社
会
を
よ
り
良
い
方
向

へ
と
革
新
し
て
い
く
実
力
を
身
に
つ
け
た
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
く

だ
さ
い
。 

近
年
、
私
た
ち
が
生
き
る
世
界
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
地
方
の
衰
退
、
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
・

豪
雪
な
ど
の
自
然
災
害
、
高
度
成
長
期
以
降
に
整
備
し
た
イ
ン
フ

ラ
の
急
速
な
老
朽
化
、
国
際
競
争
力
の
低
下
な
ど
。
世
界
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
感
染
症
、
地
球
温
暖

化
、
資
源
の
枯
渇
、
食
糧
問
題
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
深
刻
な
人
道
危
機
、
日
々
状
況
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の
変
わ
る
中
東
情
勢
な
ど
、
人
類
は
、
ま
さ
に

VUCA

（
変
動
性
、

不
確
実
性
、
複
雑
性
、
曖
昧
性
）
の
時
代
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

 

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
呼
ば
れ
る
十
七
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
類
の
一

員
で
あ
る
私
た
ち
一
人
一
人
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
は
じ
め
、
何
の
罪
も
無
い

人
々
が
、
傷
付
く
こ
と
が
無
い
よ
う
な
平
和
な
世
界
を
築
い
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

日
本
は
少
子
化
が
急
激
に
進
行
し
て
お
り
、
令
和
七
年
の
出
生

数
は70

万5,809

人
と
な
り
、10

年
連
続
で
過
去
最
低
を
更
新
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
未
来
を
担
う
若
者
が
新
し
い

価
値
を
創
造
し
、
人
類
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
担
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

「
知
の
総
和
」
す
な
わ
ち
人
の
数×

一
人
一
人
の
能
力
を
維
持
・
向

上
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。
人
の
数
が
減
少
す
る
状
況
下
で
は
、
若

者
一
人
一
人
の
能
力
が
向
上
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た

方
も
、
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
心
に
刻
ん
で
こ
れ
か
ら
の
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
知
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
人
材
育
成
や
地
域
社
会
を
支
え

る
基
盤
と
な
る
と
同
時
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
活
躍
で
き
る
大

学
」
を
目
指
す
群
馬
大
学
は
、
「
群
を
抜
け
、
駆
け
ろ
、
世
界
を
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
作
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の

「
群
を
抜
け
、
駆
け
ろ
、
世
界
を
」
の
心
意
気
を
持
っ
て
、
日
本
や

世
界
で
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
物
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
の
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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こ
れ
か
ら
始
ま
る
群
馬
大
学
で
の
日
々
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

実
り
多
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
入
学
の
お
祝

い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。 

令
和
八
年
四
月
三
日 

 
 
 
 
 
 

群
馬
大
学
長 

石
崎
泰
樹 


